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室内用
アルミ建具
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施 工 ガ イ ド

OFD-4N SYSTEM 　　　　  収納／上吊式／フリーオープンタイプアウトセット 標準

■金具の納まり参考図

■戸を開けた時のＸ・Ｙ寸法

■戸の加工寸法参考図

●レールの取付け位置（C）と
すきま（D）との関係表

※前後調整ねじ（次ページ参照）を操作す
ることにより戸を前方向に＋3mmまで
移動することができます。

※上記の計算式は丁番HD-50を使用し、戸厚20～30の時に適用
されます。

X寸法とは、開口部内に干渉する数値を表しています。
内側に引出しなどを設置する場合にご考慮ください。

Y寸法とは、側板（または仕切板）に干渉する数値を表
しています。

X寸法＝60mm×2＋戸厚

Y寸法＝戸厚－6mm

上部吊り車の
取付け加工寸法

下部ガイドの
取付け加工方法

C

28

27

26

25

D

0

1

2

3

●上下かぶせ代
上部のかぶせ代Aおよび下部のかぶせ
代Bは任意に設定することができます。
α＝A＋28+レール高さ(HR-130は1.5mm、HR-150は23.5mm）
β＝B＋36＋レール高さ（AFD-110は1.5mm、AFD-120は12mm）
※上記寸法より下方へ8mm調整可。

■吊元側のはみ出し寸法（吊元固定タイプの場合） はみ出し寸法表
戸厚
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

はみ出し寸法
1.2
1.4
1.7
2.1
2.4
2.8
3.3
3.7
4.3
4.8
5.5

5 はみ出し寸法

設 計 ガ イ ド

X寸法 Y寸法

◇折戸1組の総質量：30kg以下　◇戸の厚さ：20mm以上　◇折戸1組の戸幅：800～900mm
※折戸1組とは2枚の戸板を丁番により接続した状態を示しています。
　折戸を構成する戸の枚数は2枚に限ります。3枚以上の連結はできません。

OFD-4N-01L
OFD-2N-02L

OFD-4N-01R
OFD-2N-02R

φ40 深さ15穴

5

25

かぶせたい寸法
かぶせ代20

5

25 かぶせたい寸法

36+レール高さ

B

β

D C

A
α 1.

5
28

36

地板表面からの
レール高さ 1.5

2525

5
20

5
20

HR-130

36

地板表面からの
レール高さ 12

AFD-110 AFD-120

かぶせ代20

     ※

カップ取付け穴＝φ40  深さ15穴

カップ取付け穴＝φ40  深さ15穴

※レール高さ
　AFD-110は1.5mm
　AFD-120は12mm

※レール高さ
　HR-130は1.5mm
　HR-150は23.5mm

28+レール高さ
     ※

OFD-4N SYSTEM

HR-130
または
HR-150

車部分

車部分

OFD-4N-01

OFD-2N-02 AFD-110
または
AFD-120

OFD-2N-02の
本体部分

OFD-4N-01の
本体部分

■金具の取付け方法

1.戸に付ける金具の取付け 2.レールの取付け

■戸の吊込み

■戸の位置調整（調整代：納品時の状態より、前方向へ3mm、下方向へ8mm）

①丁番は戸の裏面に取付けます。
②上部吊り車および下部ガイド（OFD-4N-01およびOFD-2N-02）

のカップ部分を戸の裏面加工部に取付けてください。

①上下レールを取付ける前に、上部吊り車および下部ガイド（OFD-4N-01およ
びOFD-2N-02）とも、車部分をレールの中に挿入しておきます。

②上下レールを取付けてください。

①上部吊り車（OFD-2N-01）の本体部分
とカップ部分を結合します。

②下部ガイド（OFD-2N-02）の本体部分
とカップ部分を結合します。

③戸の位置調整をします。
　位置調整が終ったら、「上下方向固定ね

じ」、「前後調整および固定ねじ」をしっ
かり締めて固定します。

①上部吊り車の「上下方向固定ねじ」
を緩めます。

②「上下調整ねじ」を回して、戸を所
定の位置に移動します。

※調整時に戸を持ち上げると、
　調整をしやすい場合があります。

①上部吊り車および下部ガイドの
「前後調整および固定ねじ」を
緩めます。

②本体部分とカップ部分の結合
位置を前後にスライド調整す
ることにより、戸を所定の位
置に移動します。

③位置が決まったら「前後調整
および固定ねじ」を締めて、本
体部分とカップ部分とをしっ
かりと固定します。

戸の位置が上がり過ぎたり、
下がり過ぎたり、左右に傾い
たりしている場合
➡上部吊り車で、上下調整
をしてください

戸が前後に傾いている場合
➡上部吊り車および下部ガ
イドで、前後調整をしてく
ださい

調整後は必ず「上下方向固定ねじ」を締め付けて
ください。締め付けずにおくと、建て付けがくるっ
たり、部品が落下するおそれがあります。

調整後は必ず「前後調整および固定ねじ」を締め
付けてください。締め付けずにおくと、建て付けが
くるったり、部品が落下するおそれがあります。

カップ部分

上部吊り車 
(OFD-4N-01)の
本体部分

上下方向
固定ねじ

上下調整ねじ

前後調整および
固定ねじ

カップ部分
下部ガイド 
(OFD-2N-02)の
本体部分

上下自動伸縮前後調整および
固定ねじ

カップ部分

カップ部分

上部吊り車
(OFD-4N-01)の
カップ部分

下部ガイド
(OFD-2N-02)の
カップ部分

裏面

裏面

製品紹介 362～363 製品紹介 362～363

使用条件

ご注意 ご注意

③位置が決まったら「上下方向固定ね
じ」をしっかり締めて、固定します。
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